
大
帝
.Eji
柵
lTLmi放
-
は
･E
か
,f
SArな

っ
て
ゐ
る
｡

X

以
上
北
陸
火
に
北
約
し
て
､ゐ
る
拙
技
は
文
化
民
放
か
除

い
て
大
軍
,=･:紬

ウ
ラ
ル
ア
ル
衣
イ

E;:系
托
族
に
屈
す
ろ
ギ
-
ヤ
ー
ゲ
族
と
鴇

扱

桝

阿

術

漆

糸
托
放

り
中
の

池

甘
卿
柏
に
屈
す
る
オ
ロ
ツ

コ
と
パ
ル
カ
〆

･
･L
h･グ
ー
ス
の
こ
仙人
梓

と
土
井
甘
馳
枇
柿
に
含
ま
れ
る
ヤ
ク
ウ
ト
の

凹抑
旗
が
故
申
し
て
ゐ
る

関
し
て
各
棚
放
wl
各
々
北
ハ故
郷
で
あ
る
封
山坪
田
此
利
由
に
止
水旧
し
.{
ゐ

た
と
略

々
同
株
の
企
桁
株
式
も
維
持
し
､
此
地
の
第

7
の
火
河
で
あ
る

･).
イ
･"
河
私
中
心
と
L
tlJ
方

々
に
分

和
し
て
ゐ
る
O
和
し
て
舵
等
の
中

で

叫
解
せ
-
か
ら
冬
期
の
′糾
永
劫
船
待

っ
て
粒
枇
海
峡
ん
洩

っ
て
純
水

L
Ll
の
ほ
ギ
-
ヤ
ー
ク
で
あ

っ
て
､
ヤ
ー
ク
ト
と
パ
ル
カ
タ

･
ツ
ン
グ

ー
ス
の
波
爽
し
た

の
,ほ
妃
々
三
､
p｡
世

代
に
渦
ぎ
L<
い

の
で

ある
O

親

詣

石

油

地

質

学

概

要

(
九
)

大

村

一

成

鑑

第

三

紀

暦

中

の

油

田

卜

蛋
発
刊
加
合
衆
国
の
第
三
紀
暦
油
田

乱
沿

岸

油

田

G
u
tf
co
a
s
t
o
il
f
ie
td

位
置
､
泊
軍
及
産
額

本
納
M
は

テ
キ
サ

ス
､
ル
イ
デ
ア
ナ
両
州
の
メ
キ
シ
コ
磯
に
近
か
き
地
鼎
に
登
痩
せ
る
洲

円
の
組
鞘
で
あ
る
｡
其
の
聡
速
の
匿
域
は
海
岸
に
滑
か
延
長
約
二
〇
〇
哩
､
巾
の
最
も
旗
き
部
分
即
ち
海
岸
よ
り
最

も
遠
-
礁
連
せ
る
部
分
は
約

1t
o
O
哩に
逢
し
て
屠
る
｡

.G

洲

地

m

E
IL

摘

非

Ii
rJ
;i

t

7



地

球

第
七
番

第

五

髄

印
O
r
t

七
二

本
油
田
地
方
は
水
準
極
め
て
低
き
平
坦
地
或
は
丘
陵
地
に
し
て
地
形
挙
上
､
tA;提
卒
地

C
o
as
ta
l
p
la
in.

ビ
命
名

さ
れ
て
居
る
部
分
で
あ
る
｡
而
し
て
海
岸
よ
り
約
六
〇
哩
迄
は
綿
凹
期
の
地
府
を
以
て
蔽
ほ
れ
た
る
低
協
の
地
に
し

節榊叫脚力11-分丘鮎二地紺地rll油jfIJ=iL-'.A

て
〔
そ
れ
よ
り
以
北
は
第
三
紀
暦
よ
り
な
る
丘
陵
地
で
あ

る
｡
右
の
低
潔
地
帯
内
に
在
る
沼
樺
中
に
は
多
数
の
克
斯

の
登
出
あ
り
'
又
時
に
は
徴
発
な
が
ら
石
洲
の
浮
出
あ
り
､

早
-
よ
-
登
見
さ
れ
て
居
た
｡
偶
々
一
八
六
〇
年
頃
兼
部

地
方
に
勃
興
せ
る
石
油
工
業
熟
に
刺
激
さ
れ
1
本
油
田
地

に
も
前
述
の
兆
候
に
由

-
数
多
の
個
所
に
試
掘
が
就
み
ら

れ
た
の
で
あ
る
｡
然
か
れ
雄
'
何
れ
も
失
敗
に
終
り
た
る

を
以
て
'
十
九
世
紀
の
米
英
頃
に
は
本
油
田
地
方
は
石
油

地
ビ
し
て
望
な
き
も
の
}J
見
催
さ
れ
て
居
っ
た
O
唯
此
等

1.6
肋
の
試
掘
井
の
内
､

一
八
六
五
年
､
ル
イ
デ
ア
ナ
州
の

カ
ル
カ
,b
h

C
alc心Si
gu
に
掘
繋
･ybLれ
た
坑
井
雪

石
油

犀
に
は
遭
遇
せ

ざ
-
L
も
四
四
九
呪

-
六
五

一
択
問
に
二

百
沢
に
蓮
す
る
硫
黄
の
厚
暦
に
逢
着
せ
L
を
以
て
､.硫
黄

の
採
掘
を
試
む
る
に
至
っ
た
｡
此
の
硫
黄
の
採
掘
は

一
八
九

1
年
に
.a
-
プ
ラ
シ
ユ
Lt
る
技
術
者
の
考
粂
せ
る
過
熱

の
莱
汚
,t･J地
下
に二
速
-
､
穐
背
ハを
終
併
し
で･)
地
上
に
扱
み
楊
ぐ
る
方
法

F
rasch
Pro
c
ess
の
成
功
に
由
打
有
力
な
る



エ
髄
祁
ビ
t･･bb
A｢
=
に
及
ん
で
居
る
0

此
の
鵜
糞
無
情
の
成
功
に
鑑
み

一
九
〇
〇
年
､

ル
ー
カ
ス

A
･
F
･
L
u
casL･.
る
人
､
硫
黄
を
稗
ん
凋
め
チ
宣

ナ
ス

州
の
ボ
ー
モ
ン
ト

B
eau
m

.nt
町
に
虹
か
き
ス
ピ
ン
ド
ル
ト
ッ
プ

S
p
in
d
!c
top
に
試
掘
を
開
始
し
に
｡
此
の
坑
井

は

一
九
〇
一
年

1
月
に
重
-
一
㌧

三

元

沢
に
て
偶
欽
::に
も
洲
厨
に
逢
着
し

7
大
境
軸
を
開
始
㍑
た
｡
其
の
鹿
は
日

産
七
寓
五
千
帽
笠
石
ほ
れ
て
居
る
｡
此
の
常
時
は
既
に
石
鰍
に
封
し
て
は
望
な
き
も
の
ビ
考
え
ら
れ
た
-
し
本
納
臨

地
に
突
然
'
大
洲
非
の
出
現
せ
し
こ
F'J
L･i
れ
ば
少
な
か
ら
ず
世
人
を
徳
倒
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡
ル
ー
カ
ス
坑
井
の

成
功
に
由
-
再
び
テ
キ
サ
ス
'
ル
イ
デ
ア
ナ
の
沿
岸

一
昔
の
低
牡
は
石
抑
業
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
ど
な
っ
た
｡
そ

の
後
'
引
き
撞
き
洲
悶
撒
兇
さ
れ
'

今
=
に
於
で
は
紙
数
二
十
六
個
'
其
の
線
産
額
は
二
-入
､
五
〇
九
､
O
C
)○
順
二
.

九
二
四
年
)
に
達
し
で
居
る
｡
而
し
て

一
九
〇
一毎

よ
り
一
九
二
四
年
迄
の
線
産
額
は
五

1
八
､Q
C)〇
㌧0
0
0
時

で
あ
る
｡

合

衆
鯛
の
石
油
工
業
も

.L
八
五
九
年
に
ド

レ
ー
キ
坑
井
の
成
功
に
聴
足
し
急
激
の
進
歩
を
見
た
る
も
'
新
方
面
'J

し
て
は

一
八
八
五
年
オ

ハ
イ
オ
州
の
タ
イ
マ
｡
イ
ン
デ
ア
ナ

L
im
a
L
n
d
ian
a
帥
田
の
成
功
を
見
た
る
の
み
に
し
て

十
九
壮
紀
の
末
光
に
は

一
時
衰
退
の
状
態
に
あ
っ
た
0
㌧
)
れ
に
射
し
鰐
蘭
正
の
看
抑
工
業
は

一
八
七
五
年
頃
よ
b
提

印
し
十
九
世
紀
の
末
光
に
は
各
教
団
の
産
額
を
凌
想
す
る
に
至
っ
た
｡
賓
に

-1
八
九
八
､

一
八
九
九
㌧
･
一
九
〇
〇
､

一
九
〇
一
年
の
四
ヶ
年
は
露
輔
'熊
が
産
額
に
於
て
他
界
の
第

一
位
で
あ
っ
た
.
欽
…る
に
本
柵
田
の
成
功
に
由
り
令
衆

間
は
露
.川
和.Jl
の
新
興
の
勢
を
も
厭
倒
し
て
史
に
第

l
位
に
還
っ
た
の
で
あ
る
｡

1
九
〇
二
年
の
ス
セ
ン
ド
ル
ト
ッ
プ

の
年
産
微
は

一
七
㌧
些

二
〇
､
0
0
0
岬
に
超
し
た
.

石

油

地

敷

革

紙

質

阿
O
q

七
.T])



地

域

餌
七
雀

妨
:iL=:嘩

S
O
八

七
四

地
質
及
鋳
床

本
油
田
の
盤
床
は
凡
て
固
丘
状

D.
m
e
s
h
a
p
e

の
構
造
に
成
生
さ
れ
た
る
も
の
な
る
が
､
其
の

構
造
の
原
因
が
他
の
湘
柏
の
加
-
側
聞
又
は
断
層
等
に
描
囲
す
る
稽
曲
に
由
る
も
の
に
あ
-

ざ
る
こ
.,J
が
､
他
の
洲

旧
だ
全
然
趣
を
異
に
し
て
屠
る
｡

本
油
田
の
地
層
は
蚤
-
側
魔
を
受
け
や
p
定

卒
に
横
は
れ
る
が

､

各
所
に
岩
抹

- _- .I__｣

同市FUr丘で頓- -)-ブシイバ州 ナアデイ,I/ 阿 二 箪

UV
e
ST
･
e

a

S

r

CT･
0
5
5
･
S
e
∩

T
f
o
n

a
c

t･･o
s
T
h
e

P
ine
P

T
a

.'r
L.e

S
a

t
T

d
o
m

e

左
に
本
油
日
地
方
の
地
異
及
脆
塊
に
就
で
精
々
詳
し
-
述

べ
て
置
-
0

B
o
ss状
の
岩
轍

R
o
c.‥

S
alt
の
夫

塊
が
下
方
よ

-
突
入
し
､
地
府
の

一

部
智
突
き
揚
げ
､
四
用

の
地
府
中
摸
曲
せ
し
め

て
園
丘
状
の
構
造
を
形

成
せ
る
も
の
に

し
て
'

極
め
て
珍
ら
し
き
性
質

の
も
の
で
あ
る
｡
此
の

鰻
塊
の
矯
め
に
囲
丘
領

を
な
せ
る
地
質
構
造
を

特
に
段
丘

S
alt
d
o
m
e

ビ
云
ふ
て
居
る
｡



テ
キ
サ
ス
ー
ル
イ
デ
ア
ナ
雨
州
の
摘
部
､
メ
キ
シ
コ
轡
に
而
す
る
方
面
の
第
三
配
膳
は
ー
現
在
の
メ
キ
シ
コ
幣
の

海
岸
ビ
略
は
平
行
せ
る

1
般
走
向
を
有
し
.
極
め
て
程
漫
に
メ
キ
シ
コ
轡
の
方
向
に
傾
斜
し
て
居
る
｡
そ
れ
故
p
古

き
地
層
は
北
部
に
霧
は
れ
､
漸
次
南
部
に
向
ひ
新
期
の
地
層
を
露
は
し
､
源
程
近
-
に
は
第
四
紀
の
地
層
に
由
で
蔽

ほ
れ
て
居
る
｡
比
の
第
三
紀
層
は
白
票
紀
暦
に
生
存
し
て
居
る
｡
妨
三
配
p
白
票
ー
耐
配
膳
の
堕
罪
は
p
両
州
の
L中

部
及
び
北
部
に
露
出
し
て
居
る
'
第
三
紀
層
周
に
は
大
な
る
鼻
動
程
-
､
其
の
間
多
少
の
断
絶
あ
る
も
P
大
略
､
最

上
部
迄
迎
縛
存
在
し
て
居
る
.
第
三
紀
.
第
四
紀
の
地
暦

S･厚
さ
は
大
略
攻
め

如
-
で
あ
る
O

0
-
7､
五
岩
沢

〓
0
0
-
六
〇
〇
呪

｢
吾
O
-
こ
､
c
OO
択

四
､
c

OO呪
位

洪

積

層

t
鮮

新

暦

中

新

暦

始

新

暦

之
等
の
地
は
凡
て
就
姉
せ
ざ
る
砂
､
砂
利
､
粘
土
等
の
累

暦
で
あ
る
｡

.

而
し
て
之
等
姉
三
紀
.
第
四
紀
層
は
未
だ
骨
で
側
塵
を
受
け
た
る
三
7J
な
-
､
全
-
兄
事
に
横
は
-
､
各
階

E
L

で
極
頼
徴
の
西
方
傾
斜
･JVJ
t
部
分
的
の
捷
-;
堅
不
す
に
過
ぎ
な
い
｡

本
油
附
の
磯
屈
せ
る
部
分
は
洪
楕
暦
及
び
鮮
新
暦
の
露
出
せ
る
部
分
に
し
て
p
其
の
大
部
分
は
前
者
の
低
域
で
あ

る
｡
前
述
の
加
-
p
的
暦
は
側
厘

に
由
て
は
何
等
の
嘩
動
を
受
け

ざ
る
に
～
下
部
よ
-
岩
雄
の
大
塊
が
地
層
を
押
し

揚
げ
p
そ
れ
が
薦
め
に
地
層
が
石
湘
基
積
に
班
憩
的
な
る
圃
丘
構
造
を
符
'
豊
宵
な
る
石
軌
就
床
存

構
成
し
て
'
多

数
の
大
油
田
を
出
現
す
る
に
至
-
た
る
は
.
薯
に
両
白
き
現
象
で
あ
る
｡

石

州

北

部

蝉

机

却

E
O

九

七
五



地

球

第

七
食

餌
五
秋

空
〇

七

六

敬

今
日
迄
に
聴
見
さ
れ
た
る
鰻
丘
は
四
十
三
桐
に
し
て
.-
内
二
十
六
桐
は
石
油
を
伸
ひ
池
田
だ
し
て
稼
行
さ
れ

て
居
る
0

大
サ
及
形
状

岩
飽
塊
の
多
-
は
固
柱
状
を
な
し
､
項
部
は
準
か
な
る
を
普
通
･,j
す
れ
で
も
.
時
に
凹
凸
蟹

不
す

閉耐Bgr丘 地米琉含州-)･アデイJレ 尉三第

こ
と
も
あ
る
'
仮
綴
は
最
小
尊
哩
p
最
大
二
哩
に
及
ぶ
.

鴫
質

岩
鰻
は
純
粋
.
無
色
'
撤
収
の
感
化
ナ
J･ブ

タ
ム
な
る
も
.

時
に
枚
石
膏

Anh
yd
rite
の
結
晶
を
有
す
る
薄
衣
色
の
薄
層
を
伸
ふ
こ

だ
が
あ
る
.
加
盟

P
otash
は

一
個
所
の
岩
塵
の
極
め
て
溌
き
部
分
に

健
児
さ
れ
た
る
外
他
に
は
未
だ
聴
児
さ
れ
て
居
な
い
｡
磯
魂
の
高
さ
は

完
蚤
に
知
る
こ
E
を
碍
ざ
る
も
大
な
る
.も
の
は
数
千
帆
を
有
す
る
も
の

ど
見
て
差
文

へ
な
い
｡

帽
岩

普
通
'
岩
飽
塊
は
其
の
頂
部
に
硬
石
膏
､
石
膏
及
び
白
書
岩

等
を
頂
-
特
徴
を
有

っ
て
居
る
｡
こ
れ
等
の
岩
石
を
本
池
田
に
で
は
帽

岩
C
a
p
r.ck
だ
柄
し
て
居
る
｡
帽
岩
の
厚
さ
は

一
般
に
は
三

〇
〇
-
四

〇
〇
択
な
る
も
時
に
は

二

〇
〇
〇
沢
を
越
ゆ
る
も
の
も
あ
る
｡
帽
岩

は
碇
石
膏
よ
-
な
る
こ
ビ
最
も
多
-
.
其
の
性
質
は
均
質
均
撲
な
る
粕

箱
状
の
も
の
が
多
い
石
膏
は
釈
石
膏
よ
-
夢
化
せ
る
も
の
ビ
考
え
ら
れ



硫
茸

帽
岩
リ1
に
は
石
督
類
の
嘩
化
物
だ
し
て
天
然
硫
黄
の
多
敦
を
爽
宥
す
る
こ
.1J
が
あ
る
｡
前
に
紀
適
せ
し
ル

イ
デ
ア
ナ
の
硫
黄
鋤
山
の
如
き
は
最
も
そ
の
薯
し
き
も
の
で
あ
る
｡
此
の
鱗
山
の
硫
黄
の
錬
床
は
布
衣
岩
ビ
馳
宥
歯

ど
の
間
に
二
〇
三
択
の
純
粋
の
硫
黄
が
沈
積
し
て
居
る
｡
岩
飽
固
丘
の
平
宙
積
は
八
十
寓
坤
で
あ
る
.
今
日
で
は
平

均

7
旦

7千
噺
を
産
出
し
っ
～
あ
る
が
､
最
初
よ
り
の
産
額
は
大
略
九
､

0
〇
〇
.

〇
〇
〇
噸
ビ
し
て
'
其
の
偵
勝

は

7
億
五
千
常
弗
に
達
す
三
方
ほ
れ
て
屠
る
｡

因
に
ブ
ラ
シ
ユ
の
方
法
ビ
は
､
硫
黄
の
柊
融
鮎
は
購
蝿
の

二

五
度
な
る
を
以
て
'
坑
井
の
餓
管
聖

二
露
に
L
外

部
の
餓
管
ビ
第
二
ど
の
間
を
通
じ
て
過
熱
の
ス
チ
ー
ム
を
法
り
数
個
の
穴
よ
り
硫
黄
暦
中
に
吹
き
込
み
硫
黄
を
熔
融

せ
し
め
､
衣
に
中
心
に
在
る
第
三
の
蛾
管
よ
-
熟
し
た
る
装
束
生
歯
魔
に
て
洗
底
に
蓬
-
p
其
の
魔
力
に
て
硫
黄
を

堅

1
W
第
三
ど
の
間
を
上
昇
せ
し
め
て
外
界
に
逢
せ
し
む
る
如
き
方
法
で
あ
る
｡
此
方
法
に
て
最
も
大
切
な
操
作
は

過
熱
蒸
汽
F'J熟
未
だ
の
魔
力
の
均
衡
を
巧
み
に
保
挿
し
て
注
疏
的
に
硫
黄
を
地
表
に
迭
･n
出
す
こ
.･1J
で
あ
る
｡

喋
塊
の
深
度

亜
魂
の
地
表
よ
-
の
浬
皮
は
菌
も
湧
き
も
の
は

一
五
択
､
最
も
挽
き
も
の
は
二
七

〇
〇
〇
沢
に
達

し
て
居
る
｡
而
し
て
糖
塊
に
由
-
衝
動
擁
曲
を
受
け
た
る
地
層
は
'
今
日
迄
の
革
質
に
で
は
始
新
期
の
中
部
乃
至
上

部
の
地
層
よ
り
現
世
の
地
層
に
及
ん
で
居
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
居
る
｡
始
新
規
の
下
部
以
下
の
衝
動
の
有
無
は
､
未

だこ
れ
を
判
定
す

べ
き
材
料
に
接
し
て
居
な
い
｡

塩
丘
の
成
因

飽
丘
の
成
因
ビ
し
て
は

叫
八
六
二
年
最
初
の
段
丘
教
兄
以
衆
多
数
撃
殻
の
畿
衣
を
鬼
た
る
も
､
其

の
主
更
な
る
畢
詮
は

11
九
〇
一
年
.
本
油
Eg
威
光
後
に
登
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

一
九
〇
1
年
以
後
の
撃
漁
の
趨

勢
は
大
別
し
て
二
つ
ど
な
す
こ
だ
が
出
来
る
｡
そ
の

1
は
沈
澱
説

D
e
position
th

eory
ど
も
栴
す

べ
き
撃
説
に
し

石

油

他

部

嘩

枇

要

望

]

七
七



地

淡

節
七
を

塀
五
班

巴

二

七
八

で
p
大
略

一
九

〇
'

5
年
よ
ゎ

li
九

一
八
年
唱
道
勢
力
を
有
せ

し
撃
説
で
あ
る
｡
そ
の
二
は
法
人
詮

In
tr
usio
n

theory

A,J
も
糾
す
べ
き
撃
説
に
L
で

7
九

1
六
-
一
八
年
頃
よ
-
勢
力
を
船
初
め
､
今
日
に
及

べ
る
も
の
で
あ
る
｡

沈
両
軍

J･J
は
本
洲
出
地
方
の
坑
三
配
､
四
配
層
の
下
部
に
横
は
れ
る
古
珪
恩
威
は
中
世
厨
等
の
申
よ
-
多
発
の
鴎

分
.
石
衣
分
を
蛤
翻
せ
る
地
下
水
が
.
断
層
等
の
根
隈
に
借
ひ
上
昇
し
茶
托
b
P
航

三

紀

府

中

に

沈

澱

し

て

鷹

丘
を
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構
成
せ

し
も
の
だ
考
ふ
る
撃
説
で
あ
る
｡

本
詮
は
焼
丘
が
直
上
並
に
四
国
の
地
暦
を

突
き
揚
げ
居
る
都
賀
ビ
極
め
て
大
な
る
塊

を
成
せ
る
軍
資
を
､
沈
澱
に
従
っ
て
起
る

砧
晶
の
力

(
L
in
e
a
r

force
o
f
g
r
o
乳

n
g

cry
stli)
に
由
る
も
の
ご
解
潤
し
て
居
る
｡

結
晶
の
カ
ビ
は
､
或
る
結
晶
階
が
破
砕
せ

ら
る
ゝ
場
合

に
斐
す
る
カ
ビ
同

様
な

る

カ

哲
､
其
の
物
質
が
結
晶
す
る
際
に
皿
し
得
る
こ
AJ-J
を
云
ふ
の
で
あ
る
｡

(
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･
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･
D
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･
F
･
B
.eck
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"
O
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e

L
in
ea1･
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G
row
in.
g
C
ry
s{a
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titFms
h
･A
cad
･
S
ci
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i.7

,1
9
0
4
-)
而
し
て
蛙
の
殖
晶
を
丑
す
る
場
各
に

働
き
得
る
カ
は
捉
倒
せ

.Tr,,
る
砂
p

粘
土
の
膚
も
二
､

0
0
0
-
三
p

O
O
O
乃
至
五
､

0
0
0
沢
も
押
し
上
げ
得
る

程
で
あ
る
AJ-J
l滋
ふ
｡
此
の
研
究
は
ル
イ
デ
ア
ナ
州
地
質
調
査
朗
の

'1
リ
ス

(
G
･
D
･
h
Talris)
が
デ

ー
及
び
ベ
ッ
カ

ー
の
研
究
を
基
礎
ピ
し
て
算
出
し
た
-

山で
あ
る
｡
次
に
此
の
説
に

由
る
膜
丘
成
隼
の
順
序
は
p
敢
初
捜
水
が
櫨
隙



中
に
沈
澱
L
た
る
皆
時
は
船
肇
状
の
細
長
な
る
塊
に
し
て
ー
漸
次
上
蔀
沈
澱
す
る
岩
腰
の
鮎
晶
に
由
-
鰯
塊
の
押
し

上
げ
･JIJ
'L=
時
に
底
部
の
漸
次
横
大
を
繰
返
し
､
今
=
見
る
が
如
き
大
塊
の
成
管

用
園
の
地
層
の
明
し
上
げ
を
現
出

し
た
も
の
.I-J
断
押

し
て
屠
る
｡
而
し
て
敢
初
に
成
塗
さ
れ
た
る
細
長
の
部
分
は
上
昇
の
結
弗
p
鮮
水
循
環
区
域
内
に

A
-
熔
桝
し
去
ら
れ
今

日
の
如
き
園
頂
ど
な

ゎ
P
又
p
帽
岩
は
循
環
水
の
褒
め
に
蕉
じ
た
る
二
次
的
成
産
物
-A,J
解
押

し

て居
る
｡

沈
入
耽
AfJ
は
下
方
の
地
層
中
に
沈
澱
せ
る
縛
が
畠

山
力
又
は
止
部
に
累
積
せ
る
魔
力
の
濁
め
に
上
方
の
刑
府
中
に

迷
入
し
た
も
の
ど
離
秤
せ
る
撃
説
で
あ
る
｡

本
説
は
､
鰻
は
高
塵

の
下
に
は
非
常
に
可
塑
性

P
lastic
f,,
な
る
性
質

の
も
の
な
る
事
の
賓
灘
の
粘
基
に
基
礎
を
有
し
て
屠
る
｡
叉
木
龍
は
歓
洲
の
岩
頗
構
造
の
成
因
龍
の
主
宴
郡
を
腰
用

し
た
数
で
あ
る
.
然
か
れ
錐
､
本
抽
出
の
加
-
上
部
自
重
紀
以
後
教
-
造
出
カ
に
作
用
さ
れ

ざ
る
地
方
に
於
て
は
故

人
を
帰
因
せ
L
腫
カ
に
放
て
異
龍
が
庄
じ
て
居
る
｡

胆に
上
部
累
積
地
層
の
魔
力
AfJ
考
ふ
る
人
あ
=
'
又
-
下
部
地

層
の
側
街

L
a什e
raニ

hrust
の
結
果
p
上
部
に
衝
き
上
げ
ら
れ
た
る
･Jf
の
ビ
改
明
す
鳥

人
も
あ

る
｡
又
､

下
部

の
岩

野

留
沈
澱
せ
る
有
配
の
静
索
は
極
め
て
弼
激
な
る
造
山
カ
に
作
川
さ
れ
触
曲
を
蛍
じ
､
岩
堕
は
流
動

F
io
･JJ
の
状
態

に
琴

C
を
p
更
に
第
三
紀
p
四
配
の
沈
積
に
由
り

魔
力
を
埼
し
蓬
に
連
発
し
来
た
り
た
る
も
の
ど
仰
す
る
人
も
あ
る

何
れ
に
し
て
も
本
油
田
の
厳
正
が
殆
r.(/J
凡
て
圃
杵
状
な
る
こ
E
は
迷
入
に
際
し
濃
も
容
易
な
る
形
状

･E
as
iestfLo
w

｡

nd
least
w
all
f1.icti.
n
で
あ
る
こ
ど
.
其
の
頂
部
が
多
-
平
地
に
L
tJ
時
に
松
茸
状

R/Iush
ro
o
mi
串

で
な
せ
る

も
の
あ
る
如
き
は
縛
上
の
際
に
上
部
の
地
層
の
魔
力
に
由
て
蕉
じ
た
る
も
S
"
J
軍

礼
得
る
こ
ビ
並
に
同
園
の
地
層
が

鴎
丘
に
接
禰
せ
る
部
分
に
於
て
政
も
大
字

O
傾
斜
を
有
し
､
漸
次
段
丘
を
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て
傾
斜
を
減
じ
行
-
如

前
納;
:
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地

球

節
七
懸

碑
五
紙

B

T
四

八
〇

き
状
態
に
あ
る
は
迷
入
説
を
僻
む
る
材
料
で
あ
る
ビ
此
の
蕗

の
聾
者
は
説
明
し
て
屠
る
｡
次
に
帽
岩
の
成
因
に
魂
で

は
前
説
だ
間
藤
に
循
環
水
に
由
る
礎
化
物
･･J
考

ふ
る
人
も
あ
れ
で
､
又
､
鴎
'
種
石
薄
は
他
の
水
成
考

だ
共
に
成
層

沈
澱

せ
る
む
の
ビ
解
し
､
市
営
.
石
灰
岩
及
び
硫
黄
は
凍
石
皆
の
鼻
化
物
./-J
考

へ
て
居
る
人
も
あ
る
｡

因
に
沿
渥
油
=
の
鯉
丘
に
就
で
は

一
九
二
五
､
二

六
の
ア
メ
リ
カ
石
油
地
質
撃
骨

の
骨

報

B
u
lle
tin

.
f
th
e

A
m
erican
A
ssociat
i
o

n
o

f
P
etroteum
G

cologi
st)
に
数
多
の
論
文
磯
表
さ
れ
あ
る
を
以
て
塵
考
だ
せ
ら
れ
た

い
｡
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0
寛

景

正

郊

史

蹟

轟

内

.

塑

瓜

古
今
布
佐
敢
行

･定

借

f
槻
九
十
銭

こ

:=
同

の
選
出
が
糾
純
せ
る

T
IF何
奴
談
骨
は
さ
き
に

『
塑

瓜
郊
外
泊
』
と

い
ぶ
の
私
だ
し
て
､
出
航
有
珠
ぐ
る
人
々
に
非
道
の
某
と
も
な
れ
よ
と

恭
列
し
て
ゐ
た
が
今
琴

で
れ
み
訂
正
将
祁
し
て
全
く
L=
iniTTTTも
改
め
て
血

統
案
内
と
し
て
の
手
頃
な

7
本
と
な
っ
て
他
に
硯
は
れ
㌔

恰
も
京
都

大
嘩
仰
山
雨
雲

丑
の
邸
出
が
さ
さ
Li
京
都
ぬ
蹄
尭
内
払
-日
収
L
i1
の
と

符
紀
か
令
す
る
と
い
つ
で
も
の
で
あ
芥
｡
ボ
ケ
ッ･ト
形
三
甘
茶
の
持
あ

っ
か
び
の

よ
い
も
の
で
､
虫
蹄
踏
発
の
際
助

へ

て
以
て
晋
か
知
り
行
な

寄
れ
る
に
都
食
が
よ
い
'
端
岡
は
北
京
み
中
心
と
し
て
川
越
た
で
の
距

離
か
中
郷
T
L
ii
園
内
の
地
域
71
布
す
る
出
疏
僻
地
の
散
明
で
'
柿
間

が
あ
り
鮎
貝
が
あ
る
､
氾
郷
地
踏
倒
係
番
目
'
数
十
肋
の
僻
改
み
施
し

て
､
匪
･S
に
粍
-
研
B.;ルす
る
人
の
桶
…め
の
ヰT引
-
な
ぜ
る
､
特
別
‖保
雄

雄
造
物
樹
弾
目
線
も
附
加
せ
る
､
索
引
卒
去
の
赦
免
で
添

へ
て
あ
る
な

ど
偲
程
親
切
な
案
内
記
で
あ
る
｡
〔脇
田
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0
多
摩
御
陵
附
妃
の
地
誌

≡柑

甲毒 今'f7
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錦行行常

茄
版
八
十
五
賞
の
小
妙
子
で
あ
る
'

し
か
し
て
三
宅
博
iit
山
崎
博
士

の
推
奨
の
序
が
凹
茸
つ
い
て
ゐ
る
.

三
屯

闘
士
は
凝
血
の
大
家
で
'
山

崎
紳
士
は
地
理
の
大
家
で
あ
る
'
新
教
t･._
文
槍
試
戯
重
点
で
地
誰
畔
に

人
文
地
粗
の
方
田
に

!
生
限
私
見
'
(
た
大
家
で
あ
る
O
こ
う
い
へ
ば
/
こ

の
不
が
砕
常
の
も
の
で
な
い
=
と
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
と
瓜
ふ
｡

大
正
天
息
の
御
陵
の
新
Li
に
山
水
た
､
､
品

関
東
の
鮮
域
か
州
班
単
密

の
手
に
∫
つ
て
地
球
蝉
的
'1
世
'1
紹
介
等
b
れ
る
と

い
ふ
こ

と
は
'
誠

に
･kF折
兜
,仲
村
il
も
の
で
あ
ら
う
､
:
の
藩
和
指
針
上
し
て
地
拙
鞘
に
志

す
人
は
､

い
か

.1
地
理
和
樹
寮
す
べ
き
か
と
い
ふ
J
,と
71.致
･乙
ら
れ
る

こ
-
の
多
火
な
る
み
思
ひ
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‥
の
糊
骨
に
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額
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敬
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か
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い
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